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元
気
よ
く
「
入
社
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
！
」
と
激
励

の
声
を
掛
け
な
が
ら
、
ボ
ー

ル
ペ
ン
・
テ
ィ
ッ
シ
ュ
等
の

国
労
歓
迎
グ
ッ
ズ
を
配
布
。

受
け
取
っ
た
新
入
社
員
の
方

か
ら
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
」「
頑
張
り
ま
す
」
と

返
事
が
貰
え
る
場
面
も
あ

り
、
多
く
の
方
に
国
労
の
ア

ピ
ー
ル
を
行
い
ま
し
た
。

　

な
お
、
交
通
新
聞
発
表
に

よ
る
今
年
度
の
Ｊ
Ｒ
東
日

本
の
新
入
社
員
数
は
、
前
年

度
と
同
程
度
の
１
８
２
４
人

（
う
ち
女
性
５
１
６
人
）
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

入
社
式
宣
伝
行
動
後
に
は

青
年
部
定
期
委
員
会
を
は
さ

み
、
平
成
採
用
者
学
習
交
流

会
を
開
催
。
海
渡
双
葉
弁
護

士
を
講
師
に
迎
え
て
「
長
時

間
労
働
と
法
規
制
」
に
つ
い

て
講
義
を
受
け
ま
し
た
。

　

講
義
で
は
労
働
基
準
法
が

定
め
る
労
働
時
間
に
つ
い
て

の
基
礎
か
ら
は
じ
ま
り
、
長

時
間
労
働
や
過
労
死
と
い
っ

た
諸
問
題
の
現
状
や
課
題
な

ど
を
、
実
際
の
職
場
で
の
事

例
か
ら
参
加
者
へ
の
問
い
か

け
も
交
え
て
、
わ
か
り
や
す

く
解
説
し
て
頂
き
ま
し
た
。

　

講
義
の
終
わ
り
に
は
、
政

府
が
検
討
を
し
て
い
る
時
間

外
労
働
の
上
限
規
制
に
つ
い

て
触
れ
、
月
45
時
間
（
繁
忙

期
月
１
０
０
時
間
）
ま
で
と

年
部
長
は
「
本
日
の
Ｊ
Ｒ
東

日
本
の
入
社
式
宣
伝
行
動
で

は
多
く
の
新
入
社
員
の
方
々

に
対
し
て
取
組
み
を
行
う
事

が
で
き
た
。
し
か
し
こ
れ
で

終
わ
り
で
は
な
く
、
職
場
で

の
取
り
組
み
が
重
要
不
可
欠

で
あ
り
、
11
年
連
続
で
の
新

規
加
入
者
を
目
指
そ
う
。
ま

た
、
貨
物
会
社
で
は
数
年
ぶ

り
の
新
規
採
用
者
を
迎
え
る

が
、
18
年
連
続
の
ベ
ア
ゼ
ロ

回
答
や
各
種
手
当
の
引
き
下

げ
な
ど
が
行
わ
れ
て
お
り
、

Ｊ
Ｒ
各
社
の
関
連
労
働
者
を

含
め
た
労
働
条
件
改
善
に
向

け
た
取
り
組
み
が
急
務
の
課

題
と
な
っ
て
い
る
」
と
挨
拶

を
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
の
討
論
で
は
、
各

委
員
か
ら
委
託
職
場
で
の
業

務
体
制
や
各
系
統
の
要
員
不

足
問
題
、
技
術
継
承
に
つ
い

て
の
悩
み
な
ど
が
報
告
さ
れ

ま
し
た
。

い
っ
た
規
制
案
は
「
過
労
死
・

過
労
自
死
等
の
労
働
災
害
の

認
定
基
準
が
月
80
時
間
で
あ

り
、
お
墨
付
き
を
与
え
る
結

果
に
な
る
」
と
指
摘
し
、「
労

働
者
の
命
と
健
康
を
守
り
、

生
活
と
仕
事
の
調
和
を
図
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
労
働

時
間
の
上
限
規
制
が
な
さ
れ

る
べ
き
。
が
ん
ば
り
ま
し
ょ

う
」
と
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

新
年
度
を
迎
え
た
４
月
１

日
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
会
社
の
入

社
式
が
埼
玉
県
・
さ
い
た
ま

市
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
国
労

東
日
本
本
部
は
、
青
年
部
を

中
心
と
し
て
入
社
式
宣
伝
行

動
を
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

時
折
小
雨
が
降
る
中
で
も

　

４
月
１
日
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
会
社
の
入
社
式
宣
伝
行
動
を
国
労
東
日
本
青
年
部

が
中
心
と
な
っ
て
取
り
組
み
ま
し
た
。
ま
た
、
そ
の
後
に
は
第
26
回
青
年
部
定

期
委
員
会
、
平
成
採
用
者
学
習
交
流
会
を
開
催
し
、
青
年
部
組
織
の
強
化
・
拡

大
と
青
年
部
要
求
の
取
り
組
み
に
向
け
意
思
統
一
を
し
て
き
ま
し
た
。

　

今
号
は
、入
社
式
宣
伝
行
動
お
よ
び
青
年
部
定
期
委
員
会
、信
州
ロ
ジ
ス
テ
ィ

ク
ス
加
入
歓
迎
会
、
盛
岡
地
本
内
の
Ｊ
Ｒ
30
年
を
問
う
「
国
労
全
国
安
全
キ
ャ

ラ
バ
ン
」
と
17
春
闘
の
取
り
組
み
の
報
告
を
し
ま
す
。

　

入
社
式
宣
伝
行
動
後
、
さ

い
た
ま
市
内
で
場
所
を
移
し

て
第
26
回
青
年
部
定
期
委
員

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

開
催
に
先
だ
ち
、
彦
田
青

　

さ
ら
に
「
職
場
に
お
い
て

色
々
な
話
を
す
る
中
で
新
し

い
視
点
を
知
る
こ
と
が
出

来
る
」「
資
格
取
得
に
向
け

て
勉
強
会
を
開
催
し
て
い

る
」「
会
社
施
策
に
対
し
て

チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
果
た
す
労

働
組
合
の
必
要
性
は
み
ん
な

が
わ
か
っ
て
い
る
」
な
ど
、

青
年
労
働
者
な
ら
で
は
の
悩

み
や
意
見
に
つ
い
て
も
挙
が

り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
東
日
本
青
年
部
の

新
体
制
と
し
て
、
彦
田
青
年

部
長
以
下
３
名
の
役
員
を
再

選
。
加
え
て
、
常
任
委
員
と

し
て
三
浦
真
さ
ん
（
仙
台
）

を
新
た
に
選
出
し
、
４
名
体

制
と
な
り
ま
し
た
。

　

委
員
会
で
出
さ
れ
た
意
見

を
踏
ま
え
、
今
後
も
東
日
本

青
年
部
は
学
習
と
交
流
を
深

め
て
、
青
年
部
要
求
の
取
組

み
に
向
け
て
行
動
し
て
い
き

ま
す
。

海渡双葉弁護士
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来
賓
の
盛
岡
支
部
・
佐
々

木
研
司
委
員
長
と
平
和
環
境

盛
岡
紫
波
地
区
セ
ン
タ
ー
の

種
市
明
生
議
長
か
ら
、
そ
れ

ぞ
れ
連
帯
の
あ
い
さ
つ
を
受

け
、
盛
岡
貨
物
分
会
の
工
藤

道
弥
執
行
委
員
長
が
「
貨
物

会
社
の
17
年
連
続
ベ
ア
ゼ
ロ

を
許
さ
ず
、
ベ
ア
を
勝
ち
取

る
強
い
決
意
で
闘
お
う
。
手

当
の
削
減
に
反
対
す
る
た
め

声
を
上
げ
て
い
く
」
と
決
意

表
明
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
各
分
会
か
ら
決

意
表
明
を
行
い
、
最
後
に
米

澤
常
任
委
員
長
が
、「
客
・

貨
一
体
で
戦
い
抜
こ
う
」
と

団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
を
三
唱
し

て
閉
会
し
ま
し
た
。

　

そ
の
他
に
八

戸
地
区
協
議
会

で
は
２
月
27
日

に
、
青
森
地
区

協
議
会
で
は
３

月
２
日
に
そ
れ

ぞ
れ
17
春
闘
勝

利
総
決
起
集
会

が
開
催
さ
れ
、

八
戸
地
区
で
17

名
、
青
森
地
区

で
は
29
名
の
仲

間
が
参
加
し
ま

し
た
。

（
盛
岡
地
本
発
）

②

「
国
労
加
入
を
第
二
の
人
生

の
ス
タ
ー
ト
と
し
て
、
仲
間

と
と
も
に
労
働
条
件
改
善
に

取
り
組
ん
で
ほ
し
い
！
」
と

期
待
を
込
め
た
激
励
の
あ
い

さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。
続
い

て
、
長
野
地
本
・
諏
訪
委
員

長
が
「
今
年
に
入
り
長
野
地

本
で
は
２
名
の
拡
大
と
な
っ

た
。
ま
た
、信
州
ロ
ジ
ス
テ
ィ

ク
ス
は
岸
田
さ
ん
の
加
入
に

よ
り
５
名
と
な
っ
た
。
地
方

委
員
会
で
は
こ
の
２
名
の
拡

大
に
あ
た
り
、
加
入
経
過
や

取
り
組
み
に
つ
い
て
全
体
で

学
ん
で
き
た
」
と
挨
拶
。
中

南
信
支
部
・
宇
佐
美
委
員
長

は
「
中
南
信
支
部
は
長
野
で

唯
一
貨
物
分
会
を
抱
え
て
い

る
。
支
部
の
中
で
も
貨
物
組

合
員
の
闘
う
姿
勢
は
秀
で
て

い
る
。
こ
の
拡
大
は
団
結
力

の
証
で
あ
る
」
と
、
分
会
の

取
り
組
み
を
称
え
ま
し
た
。

　

こ
の
後
、
参
加
者
の
中
で

最
年
長
で
あ
る
藤
巻
先
輩
の

発
声
で
懇
親
会
に
移
り
ま
し

た
。

　

会
も
和
や
か
に
進
む
中
、

東
日
本
本
部
・
佐
藤
書
記
長

か
ら
「
今
回
の
拡
大
に
は
、

プ
ロ
パ
ー
組
合
員
の
頑
張
り

が
大
き
い
と
聞
い
て
い
る
。

共
に
喜
び
あ
い
た
い
。
岸
田

　

１
月
23
日
付
で
国
労
に
加

入
し
た
信
州
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク

ス
・
岸
田
浩
司
さ
ん
（
43
才
）

の
加
入
歓
迎
会
が
３
月
12

日
、
長
野
県
松
本
市
に
お
い

て
貨
物
長
野
分
会
の
主
催
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

歓
迎
会
に
は
長
野
地
本
・

諏
訪
委
員
長
、
中
南
信
支
部
・

宇
佐
美
委
員
長
、
来
賓
と
し

て
全
国
貨
物
協
議
会
・
眞
田

議
長
、
東
日
本
本
部
か
ら
は

佐
藤
書
記
長
、
木
村
副
青
年

部
長
が
激
励
に
駆
け
つ
け
ま

し
た
。

　

主
催
者
で
あ
る
貨
物
長
野

分
会
・
中
山
分
会
長
か
ら
、

岸
田
さ
ん
の
紹
介
と
国
労
加

入
の
経
緯
に
触
れ
た
後
に

さ
ん
と
と
も
に
さ
ら
な
る
組

織
拡
大
を
お
願
い
す
る
」
と

激
励
が
あ
り
、
全
国
貨
物
協

議
会
・
眞
田
議
長
か
ら
は
「
今

年
初
の
貨
物
職
場
で
の
拡
大

を
喜
び
た
い
。
17
春
闘
で
は

ベ
ア
獲
得
に
向
け
、
貨
物
会

社
と
の
交
渉
に
全
力
を
上
げ

る
。
職
場
か
ら
闘
う
態
勢
を

強
化
し
、
交
渉
を
押
し
上
げ

よ
う
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

そ
し
て
加
入
し
た
岸
田
浩

司
さ
ん
か
ら
は
「
皆
さ
ん
の

力
を
借
り
て
労
働
条
件
改
善

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」

と
力
強
い
決
意
が
述
べ
ら
れ

ま
し
た
。 

　

そ
の
後
は
岸
田
さ
ん
を
囲

み
歓
迎
の
ト
ー
ク
も
交
え

な
が
ら
盛
大
に
懇
親
会
が
進

み
、
さ
ら
な
る
組
織
拡
大
に

向
け
た
決
意
を
固
め
あ
い
ま

し
た
。

　

Ｊ
Ｒ
30
年
を
問
う
「
国
労

全
国
安
全
キ
ャ
ラ
バ
ン
」
行

動
が
盛
岡
地
方
本
部
内
で
２

月
１
日
・
２
日
に
取
り
組
ま

れ
ま
し
た
。

　

全
国
大
会
の
決
定
を
受
け

て
「
国
鉄
分
割
・
民
営
化
」

30
年
を
目
前
に
し
、
安
全

輸
送
と
地
域
公
共
交
通
を
守

り
、
国
民
の
移
動
す
る
権
利

を
守
る
交
通
体
系
の
確
立
、

交
通
政
策
基
本
法
の
具
現
化

等
を
求
め
、
国
や
Ｊ
Ｒ
へ
の

働
き
掛
け
や
世
論
喚
起
の
強

化
を
求
め
る
取
り
組
み
の
一

環
と
し
て
、
街
宣
カ
ー
で

の
宣
伝
行
動
を
１
日
に
青
森

発
・
八
戸
・
盛
岡
着
、
２
日

に
は
盛
岡
発
・
北
上
・
一
関

着
の
行
程
で
行
い
、
チ
ラ
シ

配
布
行
動
を
青
森
・
盛
岡
・

北
上
・
一
ノ
関
の
各
駅
前
に

お
い
て
展
開
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
盛
岡
地
本
内
の
各

地
で
は
春
闘
集
会
が
開
催
さ

れ
、
盛
岡
地
区
協
議
会
が
主

催
す
る
「
国
労
盛
岡
地
区
協
・

盛
岡
貨
物
分
会
17
春
闘
総
決

起
集
会
」
が
３
月
４
日
、
盛

岡
貨
物
タ
ー
ミ
ナ
ル
駅
の
正

門
前
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

雪
が
降
り
続
く
中
、
集
会

に
は
盛
岡
地
区
協
の
６
分
会

か
ら
50
人
が
参
加
。
主
催
者

を
代
表
し
て
盛
岡
地
区
協
・

米
澤
常
任
委
員
長
が
、「
ベ

ア
を
勝
ち
取
る
た
め
、
地
方

か
ら
運
動
を
強
め
て
最
後
ま

で
闘
お
う
」
と
挨
拶
を
し
ま

し
た
。

青森地区協議会 八戸地区協議会

盛岡地区協議会

岸田浩司さん


